
目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

・未来都市計画を改定し、令和３年度からの新たな未来都市計画を策定する。
・「ＳＤＧｓＴＲＹ」の発展型のワークショップ等を開催することで、具体的な活動実施への支援を行う。

・未来都市計画については、令和２年度までの計画期間とな
っていることから、これまでの進捗状況を踏まえ、計画改定
を行う必要がある。
・「ＳＤＧｓＴＲＹ」を２回開催した結果を踏まえ、次年度
以降は、検討結果や提案内容を具体的な活動につなげていく
必要がある。

・未来を担うこどもたちの成長を地域が一体となって支え、
　地域の課題解決や活性化に貢献し、持続可能なまちづくり
　を進めていく人材が育つ環境づくりを行うため、本市なら
　ではの先導的なモデル事業を実施する。

　未来都市計画について、内閣府の有識者委員から評価を受
けることで、内部における進捗管理のみならず、外部からの
視点も取り入れて、計画を進めることができた。
　課題解決型ＷＳ「ＳＤＧｓＴＲＹ」を２回開催し、本市の
課題について議論を深めるとともに、スタディツアーを通じ
て、課題の解決に向けた提案につなげていくことができた。

・未来都市計画の進捗管理を実施
・市内におけるＳＤＧｓ推進活動を実施（ＳＤＧｓパートナ
　ー講座、ワークショップ等）
・ＳＤＧｓパートナー会員向けにつくば市の取組に関する情
　報発信を実施
・職員向け研修を実施

・未来都市計画の進捗評価（８月）
・ＳＤＧｓパートナー講座の開催（５、７、９、11、１月）
・ＳＤＧｓＴＲＹの実施（10、１月）
・職員向け研修会の開催（７、11月）

移管

ＳＤＧｓ未来都市事業

一部委託

01-020108-22 ＳＤＧｓ推進に要する経費

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

つくば市ＳＤＧｓ未来都市計画

　本市が持続可能都市を実現させるに当たり、現在の社会全
体の意識を変え、企業や個人等を巻き込み、各々が行動を変
えていく仕組みづくりを構築していく。

R02

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

令和元年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

任意的事務

□

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証
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政策イノベーション部持続可能都市戦



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

ＳＤＧｓ推進に要する経費　5,264千円
報償費　　144,000円
つくばＳＤＧｓパートナー講座講師謝礼　12,000円×６回
庁内職員向け研修講師謝礼　　　　　　　12,000円×６回
旅費　　　268,000円
先進地視察ほか
印刷製本費　124,000円
庁舎内貼付用ＳＤＧｓゴールシール印刷
委託料　4,522,000円
ＳＤＧＳパートナーイベント運営業務委託料　4,334,000円
ＳＤＧＳポータルサイト維持管理業務委託料　　188,000円

       7,382       13,596

拡充

4

4

2

3

十分に高く、今後も変わらずにあると見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

他の事業に優先して進める必要がある。

         0.50          1.70

       300.00        400.00

無 無

       4,274       12,517

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R02

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

ＳＤＧｓパートナーズ向けワークショップ事業等の拡充のため。

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

       3,108        1,079            0            0

       3,108        1,079            0            0

平成30年度 令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

・本市の良さを実感していただけるような返礼品を、積極的に追加していく。
・引き続き、本市のふるさと納税について、ＳＮＳを中心に魅力発信と合わせたＰＲを継続していく。

　他自治体と比較して、返礼品の品目数が依然として少ない
ことから、今後、一層返礼品目の追加を行っていく必要があ
る。

・ふるさと納税専用サイト等による寄附金の受付
・個人からの寄附に対する返礼品送付
・寄附金の活用（市の事業、アイラブつくばまちづくり補助
　事業等）
・寄附金額、寄附件数及び寄附金活用状況の公表
・寄附者の表彰

　返礼品の追加や効果的なＰＲを実施した結果、寄附額を対
前年度比で約2.5倍増加することができた。

・返礼内容追加
・前年度寄附者への表彰
・寄附金による市の事業への充当を計画

４月　ふるさと納税に係る指定制度における申出書を総務省
へ提出（６月承認）
６～１月　返礼品の追加登録（６事業者、19品目）
９月14日　「アイラブつくばまちづくり表彰制度」に基づい
て、対象者への表彰を実施
９月～１月　新規チラシ作成、市のSNS等を活用しふるさと
納税への取組をＰＲ
３月　寄附金による市の事業への充当を実施
※Ｒ２年３月末時点の返礼品登録品目：104品目

移管

アイラブつくばまちづくり事業

職員のみ

01-020108-12 アイラブつくばまちづくりに要する経

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

　市の発展を願う方からいただいた寄附金を市の事業に活用
するとともに、寄附金額及び寄附件数の公表などを通じて、
つくばを想う方の輪を広げる。

R02

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

令和元年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

任意的事務

□

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証

069

7

政策イノベーション部持続可能都市戦



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

アイラブつくばまちづくりに要する経費　49,997千円
委託料　49,788,000円
事務委託料　寄付金額　96,008,000円×0.12×1.1　12,673,056円
お礼品代金　寄付金額　96,008,000円×0.3　　　　28,802,400円
お礼品送料　1,300円×5413件　　　　　　　　　　 7,036,900円
カタログ作製費　95円×2000部　　　　　　　　　　　190,000円
寄付金受領証明書等の発行及び発送費176円×543件　　952,688円
ワンストップ特例申請支援システム利用料　　　　　　132,000円
10,000円×12か月×1.1

      21,330       60,275

維持

3

5

2

3

今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

当初の計画を上回る進捗で事業を実施することができた。

今後も市が実施するほうがよい。

他の事業に優先して進める必要がある。

         0.80          0.90

       300.00        700.00

有 無

       6,391        7,828

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R02

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

      14,939       52,447            0            0

      14,939       52,447            0            0

平成30年度 令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

・地方創生推進交付金の新規事業の申請を目指す。

　令和元年度は、地方創生推進交付金の新規事業に適した事
業が無かったことから申請を見送ったが、次年度以降、適し
た事業があった際には、まち・ひと・しごとの好循環実現に
向けて、新規事業の申請を行っていく必要がある。

・国交付金等を活用し、つくば市まち・ひと・しごと創生に
　関する事業を実施することで、つくば市における「しごと
　づくり」、「ひとづくり」、「まちづくり」に寄与する。
※行政改革アクションプラン「51 国・県からの補助金等の
　積極的な確保」該当事業

　地方創生推進交付金について、滞りなく事務を執行したこ
とにより、国庫補助金の交付を受けることができた。また、
まち・ひと・しごと創生有識者会議については、予定通り年
間２回開催し、順調に次年度以降の戦略プランへ引継ぐこと
ができた。

４月　地方創生推進交付金交付申請
７～８月　まち・ひと・しごと有識者会議開催
９月　H30年度実績評価シートのフォローアップ調査
10月　H30年度実績評価シートの確定
１月　地方創生推進交付金新規計画等の申請
２月　R1年度実績評価シートの作成（各担当課）
３月　R1年度まち・ひと・しごと創生有識者会議、
　　　本部会議
３月　地方創生交付金実績報告

４月　地方創生推進交付金　交付申請実施
10月　まち・ひと・しごと創生有識者会議、本部会議
１月　地方創生推進交付金　継続事業の申請
２月　R1年度実績評価シートの作成（各担当課）
　　　H30年度実績評価シートのフォローアップ調査
３月　R1年度まち・ひと・しごと創生有識者会議、本部会議
　　　H30年度実績評価シートの確定
　　　地方創生交付金　実績報告

移管

まち・ひと・しごと創生事業

職員のみ

01-020108-18 まち・ひと・しごと創生事業に要する

         0.0

         0.0

   226,963.0

         0.0

   230,398.0

         0.0

   233,549.0

         0.0

   237,039.0

         0.0

   240,987.0

         0.0

         0.0

         0.0

　人口減少に歯止めをかけ、2060年に１億人程度の人口を確
保するとともに、人口減少克服と地方創生をあわせて行うこ
とにより、将来にわたって活力ある日本社会を維持する。

「つくば市人口ビジョン」に基づく人口推計（各年10月１日現在の常住人口）

人口

R02

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

令和元年度

         0.0

         0.0

   222,290.0

         0.0

   225,299.0

         0.0

   228,467.0

         0.0

   231,741.0

         0.0

   235,035.0

         0.0

   238,440.0

         0.0

任意的事務

□

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証
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活動指標

政策イノベーション部持続可能都市戦

人



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

令和元年度でまち・ひと・しごと創生事業に要する経費は廃止。

       3,241        4,340

廃止

3

4

2

3

今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

他の事業に優先して進める必要がある。

         0.30          0.40

       100.00        450.00

無 無

       2,367        3,822

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0
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まち・ひと・しごと創生の進捗管理については、行政経営に要する経費にて実施するため。

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

         874          518            0            0

         874          518            0            0

平成30年度 令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度


